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2017年度の性能証明実績内訳を以下に示します。

2018年度の委員会開催日をお知らせします。

詳細は別紙①委員会開催予定カレンダー（性能証明）

をご確認ください。
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性能証明実績の内訳（新規+改定）

地盤補強工法

地盤改良工法

くい工法（引抜き）

杭鋼管継手

杭頭接合・杭頭処理工法

開催日：毎月第3火曜日

※2018年5月、2019年1月は第4火曜日に開催

昨年度は非常に多くのお申込をいただきありがとうござ

います。

昨年度の実績を見ると、くい工法（引抜き）が6件と例

年（1～2件）より多数のお申込をいただいています。

こちらの工法につきましては、大臣認定（性能評価）と

同時の申込が多数です。また、申込時の資料作成要領も

用意しておりますので、事前相談時にお気軽にお申し付

けください。

本年度も申込者様のご意向を出来る限り反映しつつ、第

三者機関として取り組んで参りますので、どうぞよろし

くお願いします。

性能証明実績：38件
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今号では、先端翼付き鋼管杭を使用した回転貫入鋼管杭工法について、先端地盤反力の仮定によって先端支持力

係数𝛼がどのように変化するかを示します。なお、本コラムの詳細は文献1）をご参照ください。
文献1）下平祐司：先端翼付き鋼管杭の先端支持力及び先端翼耐力に関する基礎的検討，GBRC，Vol.43 No.2，2018.4

URL：http://www.gbrc.or.jp/assets/documents/gbrc/GBRC172_837.pdf

（a）等分布 （b）台形分布 （c）変等分布

図-1 先端地盤反力分布の設定例
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図-2 先端地盤反力分布の設定

図-1 は地盤反力の設定例を示しており、（ｂ）や

（ｃ）を想定する場合も多くあります。ただし、

（ｂ）や（ｃ）の場合は、地盤反力分布に応じた

翼部の有効断面積𝐴𝑝を設定して𝛼を求める必要があ

ります。

図-1 の地盤反力分布を全て考慮できるように図-2

に示す地盤反力分布形で検討します。

http://www.gbrc.or.jp/assets/documents/gbrc/GBRC172_837.pdf
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𝐴𝑝 = π𝑏2 + λπ 𝑎2 − 𝑏2 ・・・・・・・・・・・・・（4）
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式（3）を用いて、
台形分布の場合の支持力𝑃1をκ=λ=1,μ=μ1として、
変等分布の場合の支持力𝑃2をκ=1,μ=λとして求めます。
それぞれ式（5）または式（6）に示します。

μ1=0,0.05および0.1の場合のλと𝒂/𝒃との関係を図-3 に示します。
変等分布を仮定する場合のλは、0.5あるいは0.43が採用されている場合
が多いです。図-3 から、λ=0.5はμ1=0.1で𝒂/𝒃=2の場合に、λ=0.43はμ1=0
で𝒂/𝒃=2.5の場合に対応していることが分かります。

𝑃1 = 𝑃2としてλを求めると式（7）になります。

上記の場合の支持力係数を求める際の有効断面積𝐴𝑝の定義を
式（4）に示します。

𝑃1＝𝜋𝑞𝑜 𝑏2 +
1

3
𝑎 − 𝑏 1 + 2μ1 𝑎 + 2 + μ1 𝑏 ・・（5）

𝑃2＝𝜋𝑞𝑜 𝑏2 + λ 𝑎2 − 𝑏2 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（6）
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台形分布と同じ支持力を発揮するために必要な変等分布の場合におけるλ(=μ)は、
有効断面積を求める際に、軸鋼管より外側のリング部の面積に乗じる係数として
支持力式上は扱われる場合が多いです。

図-3 変等分布反力の場合のλ

変等分布反力の場合のλ
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𝑃0 = π𝑎2α0  𝑁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（8）

台形分布の場合（κ=λ=1,μ=0）の支持力𝑃1(支持力係数α1)を
式（9）、𝑃0 = 𝑃1としてα1/α0を求めると式（10）になります。

文献2）廣瀬竜也，伊藤淳志，下平祐司：小規模建築物に用いる回転貫入杭の支持力特性に関する統計的検討，
日本建築学会構造系論文集，第79巻，第701号，pp.933-939 ， 2014.7
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𝑃2 = π 𝑏2 + λ2 𝑎2 − 𝑏2 α2  𝑁・・・（11）
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異なる地盤反力分布形で同じ支持力が発揮されるとして、
地盤反力分布形の相違によって見掛けの先端支持力係数が
どのように変化するかを検討します。
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式（10）および式（12）を𝒂/𝒃を横軸として、台形分布（λ=1,μ=0）および変等分布
（λ=μ=0.43,0.5）の場合をまとめて図-4に示します。
先端翼付き鋼管杭として一般的な𝒂/𝒃=1.5～3の範囲では𝜶𝒊/𝜶𝟎は1.3～2.1を示し、
平均的には1.75程度となります。文献2）では、地盤反力を等分布として求めた
先端支持力係数𝜶=189（砂質土）、216（粘性土）が平均値として示されており、地盤
反力分布の設定によっては、見掛け上の𝜶の値は打ち込み杭の支持力係数として
用いられている300を超える大きな値となる場合もあることが分かります。

変等分布の場合（κ=1,λ=μ=λ2）の支持力𝑃2(支持力係数α2)を
式（11）、𝑃0 = 𝑃2としてα2/α0を求めると式（12）になります。

図-4 見掛け上の𝛼の変化

等分布の場合（κ=λ=μ=1）の支持力𝑃0（支持力係数α0）を
式（8）に示し、これを基準とします。

地盤反力分布形による見掛けの𝜶の変化
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発行者：一般財団法人 日本建築総合試験所
建築確認評定センター 性能評定課
担当：岩佐、志手
TEL：06(6966)7600  FAX：06(6966)7680
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5月より性能証明の申込書作成システムの試験運用を開始して

います。試験運用中となっていますが、ご利用いただけると幸

いです。なお、押印した申込書は郵送していただく必要があり

ます。

対象業務：性能証明

・流れに沿って入力するだけで申込書が作成される
（文字サイズの調整等不要）。

・今後クラウド化する予定があり、データが残って
いるので改定・更新時に申込書を再利用できる。

メリット

利用方法のURL：
http://www.gbrc.or.jp/assets/documents/center/cloud_shomeininsho.pdf

クリックして開始

利用方法は
こちら

申込書作成システムのURL：
http://hyotei.gbrc.cloud/apply/shomei/step1

昨年に比べて過ごしやすかったGWも終了し、梅雨入りを迎える季節となりました。先日関西の方
では激しい雨も降ったので、徐々に雨が降る頻度が多くなるのかなと考えてしまいます。私はジメ
ジメするのが苦手なので、プールでさっぱりして気分転換をしますが、運動不足も解決できるので
一石二鳥と考えています。皆様はどのようにして梅雨を乗り切りますか。
それでは、本年度もどうぞよろしくお願いいたします。 （編集後記：志手）

http://www.gbrc.or.jp/assets/documents/center/cloud_shomeininsho.pdf
http://hyotei.gbrc.cloud/apply/shomei/step1
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2018年
4月 10月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5 6
8 9 10 11 12 13 14 7 8 9 10 11 12 13
15 16 17 18 19 20 21 14 15 16 17 18 19 20
22 23 24 25 26 27 28 21 22 23 24 25 26 27
29 30 28 29 30 31

5月 11月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2 3
6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10
13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17
20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24
27 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30

6月 12月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 1
3 4 5 6 7 8 9 2 3 4 5 6 7 8
10 11 12 13 14 15 16 9 10 11 12 13 14 15
17 18 19 20 21 22 23 16 17 18 19 20 21 22
24 25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29

30 31
2019年

7月 1月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4 5
8 9 10 11 12 13 14 6 7 8 9 10 11 12
15 16 17 18 19 20 21 13 14 15 16 17 18 19
22 23 24 25 26 27 28 20 21 22 23 24 25 26
29 30 31 27 28 29 30 31

8月 2月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 1 2
5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9
12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16
19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23
26 27 28 29 30 31 24 25 26 27 28

9月 3月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 2
2 3 4 5 6 7 8 3 4 5 6 7 8 9
9 10 11 12 13 14 15 10 11 12 13 14 15 16
16 17 18 19 20 21 22 17 18 19 20 21 22 23
23 24 25 26 27 28 29 24 25 26 27 28 29 30
30 31

：RC・鉄骨・その他委員会開催日原則：第1火曜日
：基礎委員会開催日 原則：第3火曜日 赤字 ：日曜日及び祝日

第2火曜日です。

第4火曜日です。

第2火曜日です。

第4火曜日です。

第2月曜日です。


